
　上智大学比較文化学部のパキスタン、台湾、フランス、アメリカ出身の
留学生４名が、岡谷市との国際交流や小学校での文化交流、児童宅等での
ホームステイ体験をするため、２月12日～14日まで来岡。岡谷、小井川、
神明、長地の４小学校で、自国の紹介や伝統行事、言語等について日本語
で発表する授業を担当するなど１日学校体験をしたり、公共施設や企業等
を見学したりして、岡谷市について理解を深めていました。 

　「がんばる岡谷！ものづくりの復権を目指して」をテーマ
に、テクノプラザおかや等において行われ、約1400人が訪れ
にぎわいました。また、11日にはカノラホールにおいてテク
ノプラザおかやの名誉顧問である、NHKエグゼクティブア
ナウンサーの国井雅比古氏による「プロジェクトＸにみるも
のづくりの復権」と題した講演会が行われ、約800人のみな
さんが来場し熱心に聞き入っていました。 
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　保健センターにおいて、食生活改善推進員のみなさんを講
師に行われ、親子８組21人が参加しました。デコレーション
ずしやシーフードサラダなどを楽しく作りました。参加した
親子は「楽しかった。ひじきをサラダに入れるのは初めて。
また作ってみたい。」と話していました。 



3月は、 アイデアメール アイデアメール アイデアメール 

　市町村合併や岡谷市のまちづくりのためなど、あなたの
ご意見・ご提言をお寄せください。 
　寄せられたものは市長がすべて目を通し、ご質問には回
答をします。 

■専用ポスト設置場所 

市役所（１階市民ロビー） 
湊支所 
川岸支所 
長地支所 
岡谷病院 
塩嶺病院 
岡谷駅前出張所（ララオカヤ１階） 
イルフプラザ 
諏訪湖ハイツ 

（市長目安箱）実施月です！ 

岡谷市の人口のうごき（平成16年 1 月 1 日現在） 
　人　口 … 55,492人（男27,152人・女28,340人） 
　世帯数 … 19,922世帯 
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この広報誌は地球にやさしい大豆油インキと 
古紙配合率100％再生紙を使用しています。 
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イルフプラザ開館１周年記念講演会 
岡谷市まちづくり講演会 
岡谷市生涯学習大学 

　
今
も
大
勢
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌

　
今
も
大
勢
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」。
旧
制
旧
制

三
高
の
学
生
が
ボ
ー
ト
で
琵
琶
湖
を
巡
る
途
中
、
岡
谷
市
出
身
の
小

三
高
の
学
生
が
ボ
ー
ト
で
琵
琶
湖
を
巡
る
途
中
、
岡
谷
市
出
身
の
小
口

太
郎
さ
ん
が
詞
を
作
り
、
学
内
で
流
行
し
て
い
た
「
ひ
つ
じ
草
」
の

太
郎
さ
ん
が
詞
を
作
り
、
学
内
で
流
行
し
て
い
た
「
ひ
つ
じ
草
」
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
て
歌
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
て
歌
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

　
小
口
さ
ん
が
曲
を
考
え
な
が
ら
、
つ
い
に
日
の
目
を
見
る
こ
と
の

　
小
口
さ
ん
が
曲
を
考
え
な
が
ら
、
つ
い
に
日
の
目
を
見
る
こ
と
の
な

か
っ
た
「
も
う
一
つ
の
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
じ

か
っ
た
「
も
う
一
つ
の
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
じ
え

な
が
ら
、
歌
誕
生
ま
で
の
い
き
さ
つ
や
短
く
も
充
実
し
た
彼
の
人
生

な
が
ら
、
歌
誕
生
ま
で
の
い
き
さ
つ
や
短
く
も
充
実
し
た
彼
の
人
生

を
、
ス
ラ
イ
ド
と
テ
ー
プ
で
分
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す

を
、
ス
ラ
イ
ド
と
テ
ー
プ
で
分
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
の
岡
谷
市
の
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
大
勢
の
み
な

今
後
の
岡
谷
市
の
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
大
勢
の
み
な
さ

ん
の
ご
聴
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ん
の
ご
聴
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
今
も
大
勢
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」。
旧
制

三
高
の
学
生
が
ボ
ー
ト
で
琵
琶
湖
を
巡
る
途
中
、
岡
谷
市
出
身
の
小
口

太
郎
さ
ん
が
詞
を
作
り
、
学
内
で
流
行
し
て
い
た
「
ひ
つ
じ
草
」
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
て
歌
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

　
小
口
さ
ん
が
曲
を
考
え
な
が
ら
、
つ
い
に
日
の
目
を
見
る
こ
と
の
な

か
っ
た
「
も
う
一
つ
の
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
じ
え

な
が
ら
、
歌
誕
生
ま
で
の
い
き
さ
つ
や
短
く
も
充
実
し
た
彼
の
人
生

を
、
ス
ラ
イ
ド
と
テ
ー
プ
で
分
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
の
岡
谷
市
の
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
大
勢
の
み
な
さ

ん
の
ご
聴
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

入　場　無　料 
と　き　３月20日（祝）午後1時30分～3時30分 
ところ　イルフプラザ・カルチャーセンター　多目的ホール 

講　師　「琵琶湖周航の歌」研究家 
　　　　　元NHKチーフアナウンサー 

　　　　　飯田　忠義 先生 

申込み・問い合わせは… 
イルフプラザ・カルチャーセンターへ 
電話、ＦＡＸ、窓口等でお申し込みく 

ださい。 

　124－8401　524－8442

講師プロフィール 
　1938年（昭和13）７月東京都立川市に生まれる。1961年（昭和36）３月、横浜市立大学卒業。同年４
月NHKにアナウンサーとして入局。1995年（平成７）１月NHKを定年退職。同年２月NHK京都文化センタ
ーに勤務。2003年（平成15）９月同センターを定年退職。 
　NHKに在職中から、仕事のかたわら各地の文化センターで話し方や朗読の講座の講師をつとめる。大津放
送局に在任中（昭和49～54年）、「琵琶湖周航の歌」に魅せられ、以後作詞者（小口太郎）と作曲者（吉田千
秋）の生涯と歌の成立過程を中心に現在も取材を続ける。著書に『琵琶湖周航の歌～小口太郎　その生涯～』 


